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ムシ歯予防教室
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歯はきれいにみがけていますか。

保健セソターでは、毎年幼児を対象に「ムシ歯予防教室」

を行い、歯のみがき残しチェック、保健指導など虫歯の予

防を啓発しています。 (5月25日 保健セソター）
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前。c。径） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 臼 (2)

別養

岩
谷
地
区
に
昨
年
七
月
か
ら

建
設
を
進
め
て
い
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

「
か
わ
か
み
荘
」

が
完
成
し
、
運
営
が
始
ま
り
ま

し
た
。こ

れ
は
、
大
洲
市
・
喜
多
郡

の
市
町
村
で
つ
く
る

「
大
洲
喜

多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
務

組
合
」
が
設
置
し
た
も
の
で
、

総
事
業
費
は
約
十
四
億
三
千
八

百
万
円
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
①
介
護
の
必

要
な
お
年
寄
り
が
入
所
す
る

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
と
、

②
短
期
間
入
所
用
の
「
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
」
、
③
日
帰
り
で
入

浴
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

」
、
④

介
護
の
相
談
を
受
け
付
け
る

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー
」

の
機
能
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

！特別養護老人
F-

ホーム
‘’’’―  

かわかみ乱
ー {

⑱ 
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施
設
の
概
要
は
、
敷
地
面
積

一
万
平
方
げ
、
建
物
は
鉄
筋
コ

ソ
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
、
床
面
積

約
三
千
五
百
平
方
ぃ
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
内
部
は
、
食
堂
、
廊

下
な
ど
に
吹
き
抜
け
や
、
天
窓

が
設
け
て
あ
り
、
明
る
い
雰
囲

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

定
員
は
、
入
所
で
き
る
方
が

五
十
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
八

人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三
月
末
の
完
成
か
ら
開
所
の

準
備
が
進
め
ら
れ
、
五
月
一
日

か
ら
入
所
が
始
ま
っ
て
お
り
、

六
月
十
六
日
現
在
で
、
二
十
六

人
の
入
所
者
が
あ
り
ま
す
。

特
老
の
職
員
は
、
施
設
長

（
肱
川
町
か
ら
出
向
）
を
は
じ
め
、

落
成
式
開
催

五
月
十
八
日
（
火
）
、
事
務
組

合
や
地
元
の
関
係
者
な
ど
が
出

席
し
て
、
落
成
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
、

か
わ
か
み
荘
で
神
事
の
後
、
鹿

野
川
荘
で
落
成
式
及
び
祝
賀
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
成
式
で
は
、

「
立
派
な
施

設
が
完
成
し
、
今
後
有
効
に
活

用
し
て
高
齢
者
福
祉
の
一
層
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
な
ど
が
あ
り
、
施
設

の
完
成
が
祝
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
指
導
員
・
寮
父
母
・
看
護

婦
な
ど
、
二
十
九
人
体
制
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。



(3) 前。＠。座） ＇ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

特別養護老人ホーム「かわかみ荘」の建設費

建設工事費
全体 事業費 11億6,700万円
国県補助金 3億5,600万円
長期 借入金 2億1,030万円
構成団体負担金 6億 70万円

※長期借入金は年金積立金還元融資資金が
使われています。

用地造成費 2億7,100万円

お
年
寄
り
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
や
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と

は
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
身

体
や
家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

家
庭
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
際
に
、
お
年
寄
り

の
心
身
の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、

適
切
な
生
活
や
療
養
の
場
を
提

供
す
る
の
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
で

す。
高
齢
者
福
祉

施
設
で
の

サ
ー
ビ
ス

かわかみ荘

さまざまな指導が行われます

常
時
介
謹
を
必
要
と
す
る
方

が
入
所
で
き
る
施
設
で
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

で
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
著

し
い
障
害
が
あ
る
た
め
常
時
介

護
を
必
要
と
し
、
自
宅
に
お
い

て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
が
入
所
で
き
る
施
設
で
す
。

入
所
者
の
生
活
の
場
と
し
て
、

必
要
な
常
時
の
介
護
、
食
事
、

入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
の
世
話

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
や
生
活
向
上
の

た
め
の
指
導
も
行
わ
れ
ま
す
。

か
わ
か
み
荘

食
堂

・
娯
楽
室

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

～ 施 設案内 ～ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か
わ
か
み
荘
」

喜
多
郡
肱
川
町
大
字
山
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二
八
0
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箭。⑥。座） 1一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂臨暑 (4)

背

景

今
回
の
特
報
は
、
現
在
決
ま
っ

て
い
ま
す
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要
に

つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

昔
か
ら
人
々
は
、
川
か
ら
の

様
々
な
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、

ま
た
川
の
脅
威
と
闘
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
人
々
は
、
経
済
成
長

と
と
も
に
下
流
域
に
広
が
る
沖

積
平
野
に
都
市
を
形
成
し
、
人

ロ
と
資
産
を
集
中
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
急
速
な
都
市
化
に

対
応
す
る
た
め
、
近
代
河
川
行

政
で
は
、
都
市
中
心
の
治
水
及

び
利
水
事
業
が
展
開
さ
れ
、
都

市
の
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守

り
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
基
盤

整
備
と
し
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
ぎ
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
都
市
社
会

を
中
心
と
し
た
効
率
優
先
、
経

済
偏
重
の
考
え
方
は
、
「
川
」

本
来
の
在
り
方
を
変
え
環
境
資

源
の
荒
廃
、
都
市
と
農
山
村
の

経
済
格
差
の
拡
大
、
流
域
の
意

昔
の
い
か
だ
流
し
の
様
子

思
の
隔
た
り
な
ど
、
社
会
の
歪

み
が
生
じ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回

の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
一
級
河
川

「
肱
川
」
に
焦
点
を
当
て
、

「川」

が
も
た
ら
し
た
恩
恵
と
脅
威
、

開
発
の
歴
史
か
ら
川
の
持
つ
役

割
を
認
識
し
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
あ
る
べ
き
自
然
と
の
共

生
や
都
市
と
農
山
村
、
ま
た
流

域
の
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
を

様
々
な
人
々
と
と
も
に
考
え
提

案
す
る
場
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

燐
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト

•
I
n肱
川

特

＇報

『11

J

＼
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要
に
つ
い
て
＼

「川へ贈るメッセージ」

募集中

「第 8回全国川サミット」 in肱

川の記念行事として、全国から写

真やエッセイ、論文を募集します。

詳しくは、役場風おこし課まで

計
画
の
概
要

0

テ
—
マ

「
二
十
＿
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
”
そ
れ
は
川
か
ら
始
ま
る
“
」

0

目

的
一
級
河
川
名
を
自
治
体
名
と

す
る
全
国
の
自
治
体
が
一
堂
に

会
し
、
肱
川
流
域
の
様
々
な
人
々

と
と
も
に
川
へ
の
理
解
を
深
め
、

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
川
と
の

よ
り
良
い
共
生
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

0

開
催
日

平
成
十
一
年
十
月
十
五
日

（
金
）
ー
十
七
日
（
日
）

0

場

所
肱
川
町
風
の
博
物
館
・
中
野

小
体
育
館
ほ
か

0

主

催
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議

会
・
肱
川
町

0

後

援

建
設
省
•
愛
媛
県
・
肱
川
流

域
自
治
体
（
十
二
市
町
村
）
・
各

報
道
機
関
ほ
か

0

サ
ミ
ッ
ト
の
骨
子

①
川
の
も
つ
役
割
の
認
識

肱
川
の
特
異
性
や
肱
川
と
人
々

の
暮
ら
し
、
ま
た
水
害
や
治
水

事
業
に
つ
い
て
考
え
、
川
の
持

つ
役
割
の
認
識
を
深
め
ま
す
。

②
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て

川
の
公
益
的
機
能
が
十
分
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
ま

す。
次
回
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
プ

ロ

グ
ラ
ム
と
関
連
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

テ
—
マ
「
川
や
水
の
あ
る
風
景
」

募
集
内
容

「
肱
川
」
ま
た
は
、
全
国
の
河

川
や
身
近
な
河
川
の
四
季
、
水

の
あ
る
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
。

（
撮
影
時
期
、
季
節
は
問
わ
ず
）

テ
ー
マ
「
川
や
水
の
あ
る
生
活
」

募
集
内
容

「
川
」
を
題
材
と
し
た
エ

ッ
セ
イ

や
論
文
で
、
「
川
」
と
の
か
か

わ
り
方
、
「
川
」
に
対
す
る
意

見
や
考
え
方
を
広
く
提
言
し
て

い
た
だ
く
も
の
。
（
政
策
、
自

然
・
環
境
、
生
活
、
産
業
な
ど

分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

rIII 

と - ▲` ．▲ ` J -~ 誓~ ｀ °~ ｀ -~ • →一--~―’ー·コー・
『社会を明るくする運動』意見発表会 ・パレードご案内

皆さんの参加をお待ちしています。
0期日 7月 7日（水）

肱川・河辺中学校合同意見発表会
場所肱川中体育館

社明啓発パレード 午後 3時
場所鹿野川商店街

0主催
喜多地区保護司会・大洲喜多地区更生保護婦人会・肱川町・

河辺村

午後 2時
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(5)前。＠。頷） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬

欽んで英って感動の涙

ビール＆映画鑑 賞

＊上映プログラム（上映時間）

午後6時開館 ピア・ホール開始

午後9言`旦旦 「のど自慢」
＊入場料金

三三□い）

◆ピア・ ホールでの飲食は、別に「食券」が必要です。

区 分

＊入場券・食券の取扱所

バラエティーショップ岩田，役場風の博物館

ひじかわ特産開発センター

＊お問い合わせ先

風の映画会実行委員会事務局／風の博物館（834-2181)

風

博

通

信

璽

:＇;63;［F'：n:x 
あ の 加 畔1こ立つまでの、笑いと囚の細。

のと自慢

（ピア ． ホール）
ご 案 内

限定 160席（全腐指定）

i
 

坑
の
音
き

諏
の
鳳
吹
く

第
六
回
全
国

「
風
鈴
・
う
ち
わ
」
展

は
じ
ま
る

*7月17日（土）午後6時から

＊メニュー

生ビール、枝豆、焼き鳥、カラ揚げ、

ジュース、茶、かき氷、おにぎり等

＊食券（前売り）お早目に！

1, 000円 (100円券10枚綴り）

※入場は、映画上映の「入場券」が必要

です。

※当日は、飲食物等の持ち込み禁止。

「
風
と
生
活
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
風
の
博
物
館
に
お
い
て
、

北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
沖
縄
県

ま
で
そ
の
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ

る
珍
し
い

「
風
鈴
・
う
ち
わ
」

を
六
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
―
―
―

十
一
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

風
鈴
は
、
火
箸
を
利
用
し
た

兵
庫
県
の
火
箸
風
鈴
を
は
じ
め

ガ
ラ
ス
細
工
に
よ
る
東
京
の
江

戸
風
鈴
、
長
崎
県
の
ビ
ー
ド
ロ

風
鈴
、
備
長
炭
で
出
来
た
風
鈴

な
ど
約
三
百
点
を
展
示
。

う
ち
わ
は
、
二
重
の
和
紙
を

透
か
し
彫
り
し
た
三
重
県
の
日

永
う
ち
わ
を
は
じ
め
、
浴
衣
地

を
利
用
し
た
千
葉
県
の
房
州
う

ち
わ
、
藍
染
め
う
ち
わ
、
ち
り

め
ん
う
ち
わ
、
昔
懐
か
し
い
繭

う
ち
わ
な
ど
伝
統
工
芸
品
約
百

五
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

館
内
に
は
、
風
鈴
の
涼
し
げ

な
音
色
が
流
れ
訪
れ
た
人
の
心

の
な
か
を
奏
で
て
く
れ
、
情
緒

豊
か
な
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

な
お
、
風
の
博
物
館
で
は
、

全
国
の
風
鈴
・
う
ち
わ
を
収
集

し
て
お
り
ま
す
、
旅
行
の
際
に

珍
し
い
風
鈴
が
あ
れ
ば
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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箭。⑥。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 臼 (6)

五
月
二
十
八
日
に
松
山
市
の

中
村
市
長
が
来
町
し
、
大
野
町

長
ら
と
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
中

予
分
水
問
題
で
懇
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

中
村
市
長
は
、

「
中
予
分
水

へ
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
積
極

的
に
働
き
た
い
」
と
意
欲
的
に

語
り
、
ま
た

「
松
山
市
の
水
需

給
バ
ラ
ソ
ス
は
平
成
十
四
年
で

苦
し
く
な
る
の
で
、
理
解
を
し

て
ほ
し
い
」
と
説
明
。
松
山
市

の
節
水
型
都
市
づ
く
り
の
施
策

や
平
成
六
年
度
の
渇
水
状
況
等

の
体
験
談
を
交
え
、
分
水
の
必

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

大
野
町
長
は
、
地
元
住
民
の

生
活
再
建
に
対
す
る
不
安
と
と

も
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
放
置

松山市長

大野町長

「ダム早期着工」への

対応を強く要 望

中村時広氏来町

松
山
市
広
報
委
員
が
水
源
地
見
学

さ
れ
て
い
る
水
源
地
問
題
な
ど

に
つ
い
て
実
状
を
説
明
。

「
来

年
の
こ
の
頃
に
は
十
三
年
度
予

算
も
分
か
る
。
そ
れ
で
も
進
展

が
な
い
場
合
は
、
水
源
地
と
し

て
も
耐
え
ら
れ
な
い
。
自
分
と

し
て
も
責
任
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
ダ
ム
建
設
受
け
入
れ
を

中
止
す
る
と
の
方
向
で
進
め
た

い
。
今
年
度
が
ヤ
マ
場
と
思
っ

て
い
る
」
と
ダ
ム
建
設
受
け
入

れ
中
止
を
示
唆
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
中
村
市
長
か

ら

「
町
長
の
発
言
を
重
く
受
け

止
め
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

こ。t
 こ

の
後
、
中
村
市
長
は
長
浜

町
、
大
洲
市
を
回
り
、
中
予
分

水
問
題
解
決
に
対
す
る
積
極
的

五
月
十
六
日
、
松
山
市
広
報

委
員
ら
三
十
八
人
が
、
水
源
地

域
を
理
解
す
る
た
め
山
鳥
坂
ダ

ム
予
定
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

に
よ
る
中
予
分
水
で
、
受
益
地

と
な
る
松
山
市
な
ど
三
市
五
町

で
つ
く
る
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
推

進
協
議
会
が
計
画
し
た
も
の
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
行
っ
た
も
の

で
す
。

な
行
動
を
示
し
ま
し
た
。

大
野
町
長
は
、

「
肱
川
町
は

中
止
を
望
ん
で
い
る
訳
で
は
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、
建
設
省
、

県
、
受
益
地
の
対
応
に
よ
っ
て

は
ダ
ム
建
設
中
止
が
現
実
に
な

る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
、
速
や

か
な
対
応
を
求
め
た
も
の
で
す
。

五
月
二
十
七
日
（
木
）
、
内
子

東
公
民
館
で
、
内
子
町
、
五
十

崎
町
、
肱
川
町
の
三
町
合
同
の
、

リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
主
に
脳
卒
中

後
遺
症
の
方
を
対
象
に
、
保
健

セ
ソ
タ
ー
で
月
一
、
二
回
、
個

別
リ
ハ
ビ
リ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

参
加
者
か
ら
は
、
建
設
省
や

肱
川
町
の
説
明
に
対
し

「
地
元

住
民
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
っ

た
」
「
行
政
側
の
啓
発
が
不
足

し
て
い
た
。
私
た
ち
の
努
力
も

足
り
な
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
相
互
理
解

の
難
し
さ
と
、
今
後
の
徹
底
し

た
啓
発
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

大野町長、中村市長と懇談

リハビリ教室

交 流 会

►

ベ
ン
チ
サ
ッ
カ
ー

◄

一
億
円
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ソ
・
作
業
療
法
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
年
に
一
回
、
合

同
で
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
年
に
一
度
で
す

が
、
お
互
い
会
え
る
こ
と
が
楽

し
み
の
よ
う
で
す
。

今
年
で
、
五
回
目
に
な
り
ま

し
た
。そ

の
時
の
様
子
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。



(7)前。⑥。座） 自然を大切にして

040年継続納税組合（昭和34年度から）

広 常納税組合

小 藪納税組合

下鹿野川納税組合

京 造納税組合

見の 越納税組合

町 納税組合

野原納税組合藤

025年継続納税組合（昭和49年度から）

大

下

敷

菟

屋

敷

野

敷納税組合

水納税組合

水納税組合

尾納税組合

>--

美しいまちをつくります （町民憲章）

五
月
二
十
一
日
、
町
公
民
館

に
お
い
て
第
四
十
六
回
町
税
完

納
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
全
納
税
組
合
が
完

納
さ
れ
、
広
常
納
税
組
合
ほ
か

六
組
合
が
四
十
年
、
ま
た
大
屋

敷
納
税
組
合
ほ
か
三
納
税
組
合

が
二
十
五
年
の
永
年
継
続
完
納

納
税
組
合
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
は
、
納
税
率
一

0
0

％
の
町
と
し
て
高
い
評
価
を
受

け
、
地
方
交
付
税
交
付
金
や
各

種
の
補
助
金
も
有
利
な
条
件
で

算
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

四
十
年
継
続
完
納
表
彰

鯛瞬

本
年
度
も
全
納
税
組
合
完
納
！

町
税
完
納
表
彰
式

昭
和
五
十
五
年
に
完
成
し
た

名
荷
谷
簡
易
水
道
は
、
使
用
水

量
の
増
加
に
よ
り
計
画
水
量
を

超
え
た
状
態
で
給
水
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平

成
九
年
度
か
ら
基
幹
施
設
の
改

名荷谷簡易水道

改良拡張工事竣工

安定した飲用水の供給

完成した配水地

良
を
進
め
、
平
成
十
年
度
末
を

も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
は
、
従
来
の
二

倍
の
飲
用
水
を
供
給
で
き
る
施

設
で
あ
り
、
お
盆
や
お
正
月
に

節
水
を
お
願
い
す
る
な
ど
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今

後
は
安
定
し
た
供
給
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
、
隣
接
す
る
水

道
未
普
及
地
区
（
上
森
山
、
汗

生
、
嘉
城
、
怒
田
野
尾
、
中
居

谷
）
の
施
設
を
新
た
に
整
備
し
、

上
森
山
は
平
成
十
年
五
月
、
そ

の
他
の
地
区
は
平
成
十
一
年
五

月
に
そ
れ
ぞ
れ
給
水
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
野

尾
地
区
に
お
い
て
も
一
部
施
設

改
良
を
行
い
ま
し
た
。

名
荷
谷
簡
易
水
道
の
完
成
に

よ
り
、
肱
川
町
の
水
道
普
及
率

は
八
七
％
と
上
が
り
ま
し
た
が
、

未
普
及
地
区
に
お
い
て
は
水
源

や
地
形
的
な
問
題
に
よ
り
、
整

備
が
困
難
な
所
も
あ
り
今
後
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
名
荷
谷

・
中
央
簡
易

水
道
は
、
肱
川
の
伏
流
水
を
水

源
と
し
て
お
り
、
ポ
ソ
プ
ア
ッ

プ
に
よ
る
配
水
の
た
め
維
持
経

費
が
高
額
と
な
り
、
水
道
料
金

も
近
隣
町
村
に
比
べ
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
町
で

は
、
維
持
経
費
の
節
減
を
目
的

に
平
成
十
一
年
度
に
お
い
て
、

中
央
簡
易
水
道
を
中
心
と
し
た

新
た
な
水
源
調
査
を
実
施
し
ま

す。
水
源
地
で
取
水
し
た
水
が
家

庭
の
蛇
口
か
ら
出
て
く
る
ま
で

に
は
多
く
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
節
水
に
心
が

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

総
事
業
費

五
億
一
千
三
百
万
円

給

水

人

口

八

百

一

人

且
取
大
給
水
量
三
百
十
七
面

—

財
源
内
訳

国

・
県
補
助
金

一
億
二
千
九
百
万
円

長
期
借
入
金

三
億
二
千
四
百
万
円

（
う
ち
年
金
積
立
還
元
融

資

三

億

六

百

万

円

）

負
担
金
・
一
般
財
源

六
千
万
円



前。＠。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章）

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

胃
液
は
、
食
物
を
溶
か
す
強

力
な
働
き
を
し
ま
す
が
、
そ
の

正
体
は
胃
液
に
含
ま
れ
る

「
酸」

で
す
。本

来
は
食
べ
物
を
消
化
す
る

た
め
に
分
泌
さ
れ
る
胃
液
が
、

自
分
自
身
の
胃
や
十
二
指
腸
を

障
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
潰
瘍

が
発
生
し
ま
す
。

食
べ
も
の
を
見
た
り
食
べ
た

り
す
る
と
、
脳
が
神
経
を
通
じ

て
胃
壁
へ
指
令
を
出
し
ま
す
。

そ
の
指
令
を
受
け
て
、
最
も

強
く
酸
の
分
泌
を
う
な
が
す
も

の
が
ヒ
ス
タ
ミ
ソ
と
い
わ
れ
る

物
質
で
す
。
ヒ
ス
タ
ミ
ソ
が
胃

粘
膜
を
刺
激
し
て
胃
液
を
分
泌

す
る
の
で
す

酸
と
そ
の
粘
液
が
お
互
い
に

バ
ラ
ソ
ス
を
保
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
胃
は
健
全
に
働
い
て
い
る

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
酸
の
攻
撃
が
強
す

ぎ
た
り
、
逆
に
粘
膜
の
防
御
力

が
弱
く
な
る
と
、
酸
が
胃
壁
の

胃
か
い
よ
う
は

な
ぜ
で
き
る

胃
か
い
よ
う
と

十
二
指
腸
か
い
よ
う

か
い
よ
う

一
部
を
溶
か
し
て
潰
瘍
を
お
こ

し
ま
す
。

胃
潰
瘍
も
十
二
指
腸
潰
瘍
も

同
じ
原
理
で
発
症
し
ま
す
が
、

で
き
る
場
所
が
違
う
だ
け
で
す
。

十
年
ほ
ど
前
に

H
2
ブ
ロ
ッ

カ
ー
と
い
う
薬
が
で
き
て
、
消

か
い
よ
う

化
性
潰
瘍
は
治
り
や
す
い
病
気

に
な
り
ま
し
た
。

脳
が
酸
を
出
せ
と
指
令
を
出

し
て
も
、
そ
の
伝
達
を
遮
断
し

て
酸
を
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
薬
で
す
。

こ
の
薬
の
出
現
で
、
内
服
に

か
い
よ
う

よ
っ
て
消
化
性
潰
瘍
の
八
五
％

が
二
か
月
以
内
に
治
る
と
い
う

大
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
に
な
り
、
薬

十
年
前
に
特
効
薬
出
現

躙麟

●
胃
の
あ
た
り
か
痛
み
吐
い

て
し
ま
う

(8) 

を
中
止
す
る
と
次
々
と
再
発
す

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

治
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
う
ち
、

の
七

0
％
が
一
年
以
内
に
再
発

し
て
い
た
の
で
す
。

か
い
よ
う

胃
潰
瘍
は
し
つ
こ
い
病
気
で

す
。
再
発
す
る
理
由
は
、
酸
か

ら
胃
壁
を
守
る
た
め
の
粘
膜
の

損
傷
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

胃
壁
の
中
に
は
微
小
血
管
が

網
の
目
の
よ
う
に
分
布
し
て
お

り
、
さ
さ
い
な
ス
ト
レ
ス
が
自

律
神
経
を
刺
激
し
、
そ
の
神
経

が
血
管
を
収
縮
さ
せ
ま
す
。
血

流
が
止
ま
る
と
当
然
粘
液
の
分

泌
が
悪
く
な
り
、
胃
壁
が
酸
に

負
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

か
い
よ
う

「
潰
瘍
性
格
」
を
自
覚
す
る

そ
れ
は
”
良
心
的
す
ぎ
る
“

”
凝
り
性
“
”
野
心
的
“
”
頑

固
“
”
勤
勉
“
な
ど
で
表
現
さ

れ
る
性
格
を
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
分
の
凝
り
性
や

頑
固
さ
を
自
分
で
自
覚
せ
ず
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
仕
事

に
凝
っ
て
い
た
り
、
頑
固
一
徹

に
仕
事
を
続
け
て
オ
ー
バ
ー
ワ
ー

ク
に
な
り
、
潰
瘍
を
つ
く
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

ス
ト
レ
ス
は
自
覚
す
る
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
同
じ
圧

力
が
か
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
有

害
と
感
じ
な
い
人
は
ス
ト
レ
ス

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ス
ト
レ
ス
は
社
会
か
ら
の
外

圧
と
本
人
の
性
格
の
相
互
作
用

で
す
。

生
活
を
規
則
正
し
く

荏〗贔土こす。誓［呈一言翌し、言；ノ［消富富食
再らでアと せこ番どほよで解コ化る善事
発‘侵ルに ‘は問の どう悪放］性こし ‘
は喫さ力十 防胃題こにでいしル潰t、•とな睡
抑煙れリニ 御粘なと、すと‘は瘍打まけ眠
え をて性指 力膜のはで゜い循むに困れ‘
ら厳起で腸 を の は あ 悪 コ う 環 し は 難 ば 趣

埜？呈誓鷹： 安喜胃盆喜［了杢含羹：魯汽
覧なの場は しをでせい］夕く卜旱 0

すん
里とな

i □□]'：-：〗[9□]キゃや
゜ お母さん 29ん ：：： な日 お父さん 17ん ii °んで 数子さん 日扇 夏水二にた 武さん 日＾ t 

ぁ
、す 生地 が遊ヵ大くお母さん 生裔 i

し—°
楽び l きさ

ひとみさん -



(9)前。⑥。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂鴫
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保険料
年金から天引き
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市区町村が個別徴収

Ill► 保険料
各医療保険の
保険者が徴収... 
社会保険診療報酬11111
支払基金

保険料の給付は40歳から

公費
(50%) 
,---------―’ 
：国：
: (25%) : 
：都道府県 ！
: (12. 5%): 

第2号 1’
：市町村 ：

被保険者 i(12. 5%) : 
----------" 

の保険料
(33%) 

（構成比は平成
12年度を想定）

介

護

保

険

情

報

（「平成10年版厚生白書」より）

（
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
）

算
定
第
一
号
被
保
険
者

(65
歳
以
上
）

第
二
号
被
保
険
者

(40ー

64
歳）

介
護
保
険
料
を
納
め
る
被
保
険
者
は

40
歳

以
上
の
人
で
す
。

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
納
め
ま
す
が
、

被
保
険
者
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。

.65歳
以
上
の
第

一
号
被
保
険
者
は
、
市
区

町
村
が
定
め
た
保
険
料
を
主
と
し
て
年
金
か

ら
の
天
引
き
で
支
払
い
ま
す
。

.
4
0
S
6
4
歳
の
第
二
号
被
保
険
者
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方
法
に
基
づ
い

て
、
そ
の
保
険
料
と
い
っ
し
ょ
に
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
で

は
保
険
料
の
半
分
を
事
業
主
が
支
払
い
、
国

保
で
は
定
め
ら
れ
た
金
額
の
半
分
が
公
費
負

担
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
定
期
的
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
対
応
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
入
が
あ

っ
て
も
保

険
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
は
、

未
納
状
況
に
よ
っ
て
の
罰
則
が
定
め
ら
れ
ま

す。

●65歳以上の人の保険料は？

65歳以上の人（第 1号被保険者）の保険料は、所得

に応じて市区町村ごとに定められます。

保険料の算定に関する基準

支払い方法 ●
保
険
料
の
設
定
と
支
払
い

-
◄

毎
濃
誌
入

―
―
◄

四釉
直的

一

所

得

に

よ

る

五

段

階

で

加

入

し

て

い

る医
療
保
険
の
算
定

方
法
に
よ
り
設
定

市
区
町
村
ご
と
に
設
定

国
保
加
入
者
は
国
保
税
の
賦

市
区
町
村
に
よ
っ
て
は
特
別
給
付
（
独
自

の
介
護
サ
ー
ピ
ス

）分
も
加
算
さ
れ
ま
す
課
方
式
に
よ
り
設
定

保険料

段階 対 象 者 保険料の設定方法

• 生活保護受給者等

第 1段階 ●市町村民税世帯非課税かつ老齢福祉 基準額X0.5

年金受給者

第 2段階 ●市町村民税世帯非課税等 基準額XO.75 

第3段階 ●市町村民税本人非課税等 基準額X1 

第4段階
●市町村民税本人課税等（被保険者

基準額X1.25
本人の合計所得金額が250万円未満）

第 5段階
●市町村民税本人課税（被保険者本人

基準額X1.5
の合計所得金額が250万円以上）

一
定
額
以
上
の
年
金
受
給
者
は

年
金
か
ら
天
引
き

そ
れ
以
外
の
人
は
市
区
町
村
に
個
別
に
支

払
い

医
療
保
険
料
と
い

っ
し
ょ
に
支
払
い



前。⑥。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 1 ＇ 鋼 鴫 (10) 

゜ 今
年
も
梅
雨
の
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
季
節
は
長
雨
や
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
毎
年
各
地
で
が
け

く
ず
れ
や
地
滑
り
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
尊
い
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0
家
の
近
く
の
谷
川
、
水
路
な
ど

に
ゴ
ミ
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
な
い

か
ど
う
か
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ

う。
0
家
の
周
囲
に
山
や
が
け
地
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
亀
裂
や
段
差
な

ど
が
で
き
て
い
な
い
か
点
検
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

0

万
一
に
備
え
て
家
族
で
身
近
な

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
事
前
に

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 彎

川上支署

IBB本赤十字社救護看護婦、

1B陸海軍従軍看護婦の皆さまへ

先の大戦において戦地等に派遣され、戦

時衛生勤務に服された旧日本赤十字社救護

看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方に対し

て、内閣総理大臣名の書状を贈呈いたしま

す。

●対象となる方

外地における勤務経験を有する旧日本赤

十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦

のうち、慰労給付金の対象とならない方。

ただし、本人限りとします。

●請求期限平成15年3月31日まで

●問い合わせ先

〒100-8914

東京都千代田区永田町 1-6-1

内閣総理大臣官房管理室 業務担当

日 03-3581-2475• 3828 

¢ l[71月は河川愛堕月閻です］、

清らかな水の流れと恵まれた河川は、地域社会に憩いと

潤いを与えるとともに、環境づくりの中心的な役割を果た

しており、近年都市化の進展等により河川空間への住民の

期待は高まる一方です。「川は美しいもの」「親しみのある

もの」そんな考えが十分人々にいきわたるように、昭和48

年以来豊かで住みよい国土建設を推進するため毎年七月を

「河川愛譲月問J定め、この月間中に河川愛護の思想を

広げ、河川環境を積極的に整備することによって、河川を

常に安全で美しく利用し、管理する気運をたかめるための

運動を展開します。

運動は 「水辺にやす らぎ、心にゆとり」の推進標語をも

とに、建設省・県・市町村等においてさまざまな行事を予

定しておりますが、皆様の積極的な参加・御協力をお願い

します。

012345678901234 
L- ＿I 

し
ま
な
み
海
道

'99

記
念
宝
く
じ
発
売
中

十
月
十
七
日
（
日
）
ま
で

一人一人が愛護の精神で、 / 

河川清掃等にも積極的に参

加してみんなで河川を守っ

：界尻竺戸。
゜

ていきましょう。



(11)前。＠。座） 教養を高め

＿
‘
採
用
予
定
人
数

二
、
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
と

も
に
強
健
な
者
。

②
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、

短
期
大
学
又
は
高
等
学
校
を
卒

業
若
し
く
は
平
成
十
二
年
三
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

③
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
六
一
号
）
第
十

相
談
内
容

「
い
じ
め
」

・
体
罰
等
子
ど
も
の

人
権
問
題
並
び
に
女
性
差
別
・

家
庭
問
題
等
の
女
性
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

（
無
料

・
秘
密
厳
守
）

日

時

平
成
11
年
7
月
22
日
（
木
）

午
前
9
時
ー
午
後
9
時

電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
_
0
2
5
|
5
5
0
 

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
弁
護
士
・
法

務
局
職
員

主

催

松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

子
ど
も
・
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

十

二
時
間
電
話
相
談

文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 靡⑮尋

平成11年度

大洲地区広域消防事務組合

肖‘‘‘ 防 吏 員

四
人 採用試験案内

六
条
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
者
。

④
採
用
後
は
、
大
洲
市
、
長
浜

町
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
肱

川
町
、
河
辺
村
の
い
ず
れ
か
に

居
住
可
能
な
者
。

三
、
試
験
の
期
日

・
場
所

第
一
次
試
験

平
成
11
年
9
月
5
日
（
日
）

午
前
9
時
ー
午
後
5
時

大
洲
消
防
署

第
二
次
試
験

平
成
11
年
10
月
中
旬
予
定

四
、
受
付
期
間

平
成
11
年
7
月
1
日
（
木
）

i

平
成
11
年
8
月
2
日
（
月
）

五
、
問
合
せ
先

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部
総
務
課

6
0
8
9
3
 

2
4
|
0
0
1
9
 

二平成11年度 自衛官等募集案内 二二

募集種目 資 格 受 付 期 間 試験期日 待遇•その他

航 空 学 生
高卒（見込） 8月2日～

鰈1次~蘭9122t月3f計11日日翡
入隊後約 6年で

21歳未満の者 9月10日 3等海・空尉

看 嘩ロ 子呂 生
高卒（見込） 9月14日 1次10月28日 修学年限 3年

22歳未満の女子 ~10月13日
看護婦免許取得後

2次11月21~25日 2等陸曹

一般曹候補学生
18歳以上 8月 2日 1次 9月18日 教育期間約 2年

24歳未満の者 ~ 9月10日 2次10月6~12日
修了後
3 等陸•海・空曹

曹 候 補 士
18歳以上 8月 2日 1次 9月18日 入隊後約 3年経過

27歳未満の者
以降

~ 9月10日 2次10月6~12日 3 等陸•海・空曹

2等陸・ 男子
18歳以上 年間を通じて行っ 受付後に指定しま

陸年おを（も以上）ひ1、降、任曹海はら2期幹か上年2部れと年を・航てへし単（技空い進て位術はま任む）3。系す年用道な3 。
27歳未満の者 ております。 す。

海・空士 女子
18歳以上 8月 2日

9月27~28日
27歳未満の者 ~ 9月10日

問合せ先 役場総務課または自衛隊大洲募集事務所まで 名 0893-24-4123

'99市町村振興宝くじ

サマージャンボ3億円

ァ月19日（月）発売
発亮闊問7月19日（月）～8月6日（金）抽せん日 8月18日（水）

鯰1i1法人 全1!1市町村簾員畠会／全1!1市長会／全1!1胄村会／全1!1市量会量長会／全1!1胃村置会置長会

し
み
ま
み
海
道
，
99

「
多
々
羅
つ
き
う
き
プ
ー
）
」

前

売

入

場

券

販

売

中

だ
れ
で
も
簡
単
に
ぷ
か
ぷ
か

浮
か
ぶ
こ
と
が
で
き
、
心
も
体

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

ほ
か
で
は
味
わ
え
な
い
無
重
力

体
験
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

10
月
17
日
（
日
）
ま
で

【
営
業
時
間
】

10
時

t20時

【
入
場
料
】前

売
大
人
五

0
0円

前
売
小
人
二
五

0
円

【
問
合
せ
】

愛
媛
県
し
ま
な
み
海
道
，
99

イ
ベ
ソ
ト
委
員
会
今
治
事
務
所

6
(
O
8
9
8
)
3
3ー

8
0
6
6



前。c。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 醐晦尋 (12)

◎cR◎R◎⑥◎◎@R 

これから 60怠？
迎えられるあなたヘ

直前になってあわてないために、
請求手続きの前に確認しておきたい

チェックポイント

を

年金は、受給開始年齢になれば黙っ

ていてももらえるものではありません。

必要書類をそろえて役場や社会保険事

務所などに請求しなくてはなりません。

年金の請求手続きは裁定請求といい

ます。

平成11年7月 1日から、

平成11年度の臨時特例措置として

老人保健制度加入者の皆さんは、

医療機関等の窓口で薬剤一部負担金

を支払う必要がなくなります。

〇老人保健制度加入者の皆さんが薬剤の支給を受けた

場合に医療機関（院外処方せんが発行されたときは、

保険薬局）に支払うこととされている薬剤一部負担

金は、平成11年 7月 1日より、国が皆さんに代わっ

て支払うこととなります。

※ただ し、外来の診療に関する一部負担金(1日につき530円）
は、従来どおり医療機関へ支払うことが必要です。

〇不明な点などがありましたら、役場老人医療窓口ま

でお問い合わせください。

請求前にもう一度チェック！あなたの年金
-------------------------------------------------------------------------------------------------------

馴国民年金保険料の納付期間

図国民年金保険料の免除期間

回第3号被保険者期間＂ 厚生年金・船員保険・共済組合の加入期間
国合算対象期間（いわゆるカラ期間）

※カラ期間そのものは年金をもらえるかどうかの資格期
間に加えられるだけで年金額には反映しません。
(A)昭和36年4月～昭和61年 3月の間で配偶者（夫又は

妻）が厚生年金、共済年金に加入していてご自分が
任意加入しなかった期間

(B)昭和36年4月以降の20歳から60歳までの間で海外に
在住していた期間など。

詳しくは国民年金の窓口にお問い合わせください。

＂ ～ 国 を合計して、原則として25年以上の期間が必要と
なります。

年金の加入期間は個人により異なりますのでご確認ください。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害
を

受
け
た
場
合
、
す
ぐ
に
警
察
へ
届
け
出

る
と
同
時
に
、
役
場
の
担
当
窓
口
へ
も

届
け
出
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
事
故
を
示
談
で
解
決
す
る
前
に
、

担
当
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
が
、
事
故

後
に
最
善
の
医
療
を
受
け
る
方
法
で
す
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
被
害

者
の
方
に
か
わ
っ
て
、
町
が
加
害
者
へ

請
求
し
ま
す
。

R
R
@
R
◎
④
⑨
 

交
通
事
故
と
老
人
保
健

,J.; 

ダ代］ ．．9



(13)前。⑥。座）

平
成
十
一
年
度
肱
川
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
五
月
七

日
、
肱
川
町
公
民
館
に
お
い
て

来
賓
多
数
の
も
と
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
班
長

以
上
八
十
九
人
の
出
席
が
あ
り

平
成
十
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
度
も
、
グ
ラ
ソ
ド

ゴ
ル
フ
の
普
及
、
八
局
管
内
の

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
連
合

会
主
催
合
同
研
修
旅
行
等
、
い

ろ
い
ろ
な
諸
事
業
に
取
り
組
み

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
員
の
方
々
の
賜
物
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
事
終
了
後
、
中
居
谷

「
安

楽
寺
」
住
職
の
大
井
淳
道
氏
よ

り、

「
ボ
ケ
予
防
」
と
題
し
て

ご
講
話
を
賜
わ
り
、
後
に
な
ご

や
か
に
親
睦
会
に
入
り
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

二
講
師
の
大
井
淳
道
先
生

舘 0））

町
老
連
総
会
開
催

鯛瞬

社゚
協
た
よ
り

今
後
と
も
町
老
人
会
が
発
展

し
、
よ
り
活
動
的
に
な
り
ま
す

よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

肱川町社会福祉協議会

'B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下

嵯

峨

谷

宮

尾

善

郎

様

下
鹿
野
川

二
宮

秀

一

様

松

山

市

帽

子

敏

信

様

軽
四
乗
用
車
購
入

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金

と
町
補
助
金
に
よ
り
、
福
祉
活

動
用
軽
四
輪
乗
用
車
を
購
入
し

ま
し
た
。

福
祉
活
動
の
た
め
に
、
利
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

社会福祉法人

＊任期

肱川町社会福祉協議会評議員名簿

所属機関役職名 氏 名 所属機関役聡名 氏 名

議会総務委員長 山崎 退 中学校PTA会長 永田 喜洋

部落長地区代表 中野 晃 正山小PTA会長 中宮 義隆

” 上甲 博 中野小PTA鼠会長 土居 裕二

’’ 大塚 泰幸 大谷小PTA会長 山本 菊雄

” 宮田 昭 予子林小PTA会長 大野 上→士心ヽ

” 山中 美茂 民生委員副総務 山下 博

剋tこいき晨臨｝1|帳翅長 三好 一男 遺族会長 有友 勇

肱川町森林組合長 河野 美治 身障者更生会会長 安川 武志

川上商 工会長 久保 田仁之 保護 司 代表 中塚 中ヽし‘‘

肱川中学校長 鶴田 俊英 町 助 役 森 繁

正山小 学校長 中野 歌子

中 野小学校 佐伯 惇之

大谷 小学校長 清水 嘉之 社協事務局

予子林小学校長 山本 功 事 務 局 長 片山 政治

肱川分校教頭 斎藤 泰武 専 門 員 藤原 優勝

平成11年 5月26日～平成13年 5月25日まで

1111111111理事会・ 評議員 会の 開催 1111111111

新しまろでぢ事交 し承出れ五る告
沖松 理 ま す と す と代理た認さま月理 ・平
永本事すがごが評しに事°されし二事決成
賀金 ゜よ迷‘聰てよの れたた十会算十
寿次 ろ 惑 二 苔 就 り 方 決 議 ° 五 ・報年
男郎 しを年別任五々 定案会日評告度

くお間表さ人も い は 長 に 議をの
おかいのれが役 たすよ開員審事
願けろ方ま新職 しべり催会議業
いしい々し理の ま て 提さが す報

平成10年度社会福祉協議会決算額

●一般会計収入 7,184,631円
支出 6,408,407円

●心配ごと相談会計
収入 204.540円
•小口貸付金会計
収入 837.378円
•まごころ金庫会計
収入 15,579.377円

支出

支出

支出

182.835円

0円

4.772.803円

山
本

監
事泉菅

野

福
男

桂
子 晃

ノ



前。c。座） 靡臨忌 (14) 屁 Oj)

記念には、 木を植えてみませんか ー
・

林業改良指導員

・・・・・・・• •婚約や友情の記念には・・・・・・・・

渡邊 邦彦

クチナシ
クチナシの語源は、実が熟 しても口 を開けないこと からです。

婚約者への愛や友情など、他人に語らぬ真実を無言であらわすクチナンヽを心の証として

どうですか。
無言の美と夕暮れに白く浮かぶ清楚な花の美しさに、結婚の約束や不変の友情という、

人生最高の誓いをこめて。
植える時期 4~6月 半日陰でも育ちますが日向のほうが花をよくつけます。

開花期 6~7月

結実期 l0~12月 剪定は花が終わったらすぐにおこないます。

バ ラ
古代ローマでは、バラのもとでの誓いは絶対不変・秘密を意味しました。気高く豪華な

バラは、花の女王ともいわれています。美しいこの花に堅い誓いを込めて。

植える時期 11~12月（落葉のもの） 2～ 6月（常緑のもの）

開花期 4~11月 結実期 9~11月

コデマリ
小さな花が百ほども集まって、手まりのような形をつくる細やかさは、婚約者や親友

への心遣いにもにてふさわしいのではないでしょうか。

植える時期 3 月• 9~12月 開花期 4~5月

森
林
組
合
だ
よ
り

結実期 9~10月

シラカバ
すらりとした白い幹と、さわやかな葉の茂りで、誰もが魅了される「森の貴婦人」。高

原の空気のような、透明で明るい二人の関係を象徴するようです。

植える時期 11~12月 ・2~3月 開花期 4~5月 結実期 8~  9月

,----------------------------------------:_-------~---:::.:------7 i 

i正面董逗遭 バ石←盃．， ！ 

・ 白 『！

！乙―-
． -

! ｀ ！ 
•I '- ----=- ！ -、----_しっ←—

！ ！ 

！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! 
！ ！ 

！ t 

！ 県森連市況
！ 平成11年 5月27日市 1乾 椎 茸 市 況 （ 松 山 椎 茸 市 場 ） I : 

！ 大洲木市 （単位吋当 り： 円） 市売日•••乎成11年 5 月 18 日 ！ 
！ 市売数葦・・1,630ケース 27,870kg ! 
： スギヒノキマッ 平均単価 4,655円 ！ 

長さ末口径
！ 直曲がり直曲がり 直

その他 銘柄別単価 ！ 
ヽ
i I 17 cm下本 350本 285本 432本 300 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 t

！ : I I 8 cm上本 426本 352本 580本 こうこ 9,000~20,000 強特用大 3,400~ 4,000 保

: 14 m il~ cm上 16,50012,300 32,700 24,000 18cm上22,000 大 厚 6,000~8,900 強特用中 3,000~ 4,000 蒻 ！ 
! 18 cm上17:700 I 12: 210 I 34: 500 I 2i 500 p4cml 29:ooo I I ! 
, 24 cm上 18200 11 000 38 000 28 2OO cm上34000 中 厚 8,000~ 9,500 強特用中小 2,600~ 3,900 保 ！ 

！ 
7 cm下本 200本 181本 229本 181 中小厚 5,600~ 7,500 強特用小 2,600~ 3,800 保 9 

8 cm上本 230本 230本 320本 320 小 厚 4,500~ 6,000 強大パレ 2,000~ 2,700 弱 ？ 
！ 
; 13m 11 cm上12,0001 119,200 
1 13 cm上 20,56013,300 32,000 25,600 18叫 19,000 大ウス 4,500~15,000 強中パレ 1,600~ 3,000 蒻 t 
i I Ii s cm上 19,51015,660 33,890 30,210 4cmJ: 24,000 中ウス 3,000 ~ 6,500 強中小パレ l,200 ~ 2,000 弱 ！ 
1 I 124 cm上16,ooo I I 27,900 I 130cm上

7 cm下本一本一本 一 本 一 ｝ 
中小ウス 3,000 ~ 5,400 強小パレ 1,000 ~ 1,500 弱 ！ ． 

{ 2 m  8 cm上本 一本一本一本一 小ウス 3,000~4,600 保変形 2,000~ 4,500 保

16 cm上
！ 

! 13cm上 ジ ャ ミ 2,600~ 4,000 保色悪ウス 2,000~ 2,500 保 ！
. 30 cm cmJ: 
! lc _113 cm上25,lOOl20,200l55,910l44,490

どんこ大 8,500 ~ 9,500 強色悪パレ 600 ~ 1,000 弱 t 
i 6 m 18 cm上 23880 20 000 48 890 43 900 どんこ中 6,500 ~15,000 強 Ij粒ドンコ ～ ！ 

、特選 152,200 どんこ小 5,000 ~ 6,400 強スライス 1, 200 ~ 5,600 保 ！ 
！ 足 場 1m当 た り 円 ～ 円 概況品評会市を開催。本年の品柄から品薄感のある進物厚肉系（こう こ～ と． ＇ 
i 虫害発生の季節。早めの出荷をお願いします。 んこ大・中、香信上物）は強い。一方パレ～セロ～格外系は全国的な生
！傭若 産増と末端の売行き不振によりやや弱保合で推移した。

、 l
¥.-----------------------------------------------------------」



(15)前。c。座） 屈＠ 扇晦忌

去
る
、
五
月
二
十
三
日
に
愛

媛
県
森
林
組
合
連
合
会
中
野
事

業
所
に
於
い
て
、
愛
媛
県
及
び

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
主
催

の
「
え
ひ
め
フ
ェ
レ
ス
ト
フ
ェ

ス
タ
，
9
9
」
が
開
催
さ
れ
、
会

場
内
の
椎
茸
セ
ソ
タ
ー
で
、

「
第
四
十
一
回
愛
媛
県
し
い
た

け
祭
り
」
が
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

式
典
会
場
の
椎
茸
セ
ソ
タ
ー

で
は
、
午
前
十
時
、

「
え
ひ
め

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
タ
，
9
9
」

の
開
会
式
で
、
林
業
功
労
及
び
、

優
良
製
材
・
素
材
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
肱
川
町
か
ら
は
優
良
素

材
の
部
で
兵
頭
春
雄
氏
が
林
材

業
振
興
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し

た
。
続
い
て
「
第
四
十
一
回
愛

媛
県
し
い
た
け
祭
り
」
で
は
、

し
い
た
け
共
進
会
と
生
産
者
大

会
が
行
わ
れ
、
肱
川
町
か
ら
二

十
人
を
含
め
た
県
内
生
産
者
約

八
百
人
が
参
加
し
た
。
農
林
水

産
大
臣
賞
以
下
、
各
賞
入
賞
者

が
表
彰
を
受
け
、
肱
川
町
か
ら

は
四
名
が
受
賞
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
通
り
。

〈
特
選
物
の
部
〉

●
林
野
庁
長
官
賞

士
居
哲
雄
（
こ
う
こ
）

●
知
事
賞

二
等
賞
土
居
哲
雄
（
ど
ん
こ
）

三
等
賞

大
森
広
幸
（
こ
う
し
ん
）

II

森
繁
夫
（
ど
ん
こ
）

奨
励
賞
中
田
幸
恵
（
ど
ん
こ
）

〈
箱
物
の
部
〉

●
知
事
賞

三
等
賞
土
居
哲
雄
（
こ
う
こ
）

奨
励
賞

大
森
広
幸
（
こ
う
し
ん
）

II

中
田
幸
恵
（
ど
ん
こ
）

〈
ほ
だ
木
育
成
の
部
〉

●
県
森
連
会
長
賞
努
力
賞

森

繁

夫

続
い
て
生
産
者
大
会
が
行
わ

れ、

「
継
続
的
な
生
産
供
給
体

制
の
拡
充
」
「
乾
し
い
た
け
消

費
宣
伝
活
動
の
充
実
」
「
強
力

な
一
元
集
荷
多
元
販
売
の
推
進
」

「
し
い
た
け
生
産
に
対
す
る
助

成
の
拡
充
強
化
」
の
四
点
を
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
し
て
満
場
一

致
で
採
択
し
た
。

会
場
の
外
で
は
午
前
九
時
か

ら
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
タ
が
行

わ
れ
、
長
蛇
の
列
が
で
き
た
乾

し
い
た
け
の
つ
か
み
取
り
を
始

め
、
所
狭
し
と
軒
を
連
ね
た
各

テ
ソ
ト
で
林
業
関
係
の
い
ろ
い

〈
特
別
賞
〉

●
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

理

事

長

賞

士

居

哲

雄

（
「
え
ひ
め
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
タ
，
99
」
開
催
）

受賞の様子（土居哲雄）

【乾しいたけ】

年
伏込本数 生産量 価格 輸入量

（千本） ('ノ） (kg／円） ('1/) 

4 64,754 10,036 4,254 4,799 

5 68,367 9,299 4,221 7,208 

6 54,568 8,312 3,525 7,804 

7 46,835 8,070 3,052 7,539 

8 42,390 6,886 3,229 7,206 ， 41,863 5,786 3,486 9,400 

林
野
庁
長
官
賞
に
入
賞
し
た

特
選
物
の
部
（
こ
う
こ
）

椎茸、

ろ
な
催
し
物
が
あ
り
、
一
般
消

費
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ガ
ー
デ

ニ
ソ
グ
の
流
行
に
よ
り
緑
化
木

苗
木
・
草
花
販
売
や
、
新
鮮
野

菜
、
魚
類
販
売
は
相
変
わ
ら
ず

の
人
気
で
、
肱
川
町
森
林
組
合

の
テ
ソ
ト
で
は
、
し
い
た
け
の

佃
煮
・
山
菜
・
餅
の
販
売
を
行

い
、
大
好
評
で
完
売
し
た
。

木材取扱の推移

肱川町森林組合

（原木34,849人）

【生シイタケ】

年
伏込本数 生産量 価格 輸入量 生産量のうち

（千本） （卜 ／） (kg／円） （ トノ） 菌床（卜 ／）

4 97,995 76,804 1,313 5心77 10,083 

5 89,254 77,394 1,282 15,586 14,398 

6 80,284 74,294 1,180 24,320 19,013 

7 72,519 74,495 1,078 26,308 23,185 

8 65,537 75,157 1,188 24,394 28,615 ， 61心72 74,782 1,183 26,028 32,154 

（原木42,699人） （林野庁統計より）

乾燥椎茸取扱 （森組） 木材取扱（森組）

年 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備 考

(kg) （円） （万円） (m3) （円） （万円）

59 72,496 4,235 30,708 937 13,911 1,303 年平均円＄相場

60 46,405 4,072 18,900 1,080 14,236 1,537 る゚ラ如38.59円

61 62,392 3,031 18,914 1,395 14,144 1,973 168.57円

62 49,677 3,655 18,159 2,217 14,367 3,185 144.68円

63 39,298 3,361 13,210 2,480 16,872 4,184 128.20円

1 37,559 3,217 12,083 2,101 17,042 3,580 138.09円

2 27,740 3,479 9,651 3,106 19,945 6,194 144.83円

3 31,185 4,090 12,756 3,703 19,145 7,089 134 54円

4 29,443 3,929 11,570 3,116 21,076 6,567 126.67円

5 21,710 3,321 7,210 3,255 25,118 8,175 111 21円

6 24,296 3,130 7,606 4,493 24,819 11,151 102 23円

7 25,618 2,379 6,096 3,433 23,546 8,083 93.90円

8 16,572 3,242 5,372 3,556 26,499 9,423 108.79円， 14,928 4,050 6,047 2,607 19,022 4,959 120.95円

10 11,373 3,329 3,786 2,231 15,625 3,486 130.93円



羽。＠。座） 窓 麟 瓢 (16)

少
年
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
五
月
十
六
日
（
日
）
、
高
砂
の

町
民
運
動
場
と
ト
レ
ー
ニ

ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
低
学
年
は
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
高
学
年
は
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
約
八
十
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま

し
た
。
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
キ
ュ
ー
と
呼
ば
れ
る
棒
で

デ
ィ
ス
ク
（
円
盤
）
を
押
し
て
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
学
年
毎
に
わ
か
れ
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。

うまく飛んだかな？ （シャフルボード）

tl
,
 気

し

0
、
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遠くまで飛んでいけ！ （キックベースボール）

一
方
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
は
校
区
毎
に
子
ど
も
た
ち
を

分
け
る
の
で
な
く
、
四
つ
の
校

区
の
児
童
が
一
緒
に
な
っ
て
チ
ー

ム
を
作
り
、
チ
ー
ム
で
、
自
分

た
ち
で
作
戦
を
考
え
て
試
合
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
が

で
ぎ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
試
合
を
し
て
い
ま
し
た
。

遭

ー打ー打に視線が集まる

クロッケー大会の結果

老 年 1部 老年 II部 一般の部

優 勝
大谷 A 大谷 C 大谷 E

（沖田、浜田、兵頭） （前田、渡辺、矢野） （浜田、兵頭、兵頭）

準優勝
大谷 B 小藪 B 小藪 D

（冨永1沖野1源日1稲日） （藤井、沖、森本） （片山亀井、中居）

第三位
小藪 A 小藪 c 予子林E

（上田、片山、兵頭） （兵頭、中居＼藤井、上原） （山下1大野J廿臥三瀬）

第
二
十
回
町
内
ク
ロ
ッ
ケ
ー

大
会
を
五
月
三
十
日
（
日
）
、
町

民
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
百
名
、
老
年
1
部

（六

0
歳
以
上
）
、
老
年

11
部

（七

0
歳
以
上
）
、
一
般
の
部

（
年
齢
制
限
な
し
）
の
三
つ
の
部

門
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

老
年
1
部
の
決
勝
戦
は
同
点
と

な
り
、
ペ
グ
（
真
ん
中
の
木
の

棒
）
当
て
に
な
り
、
こ
れ
も
二

回
同
点
、
三
回
目
に
や
っ
と
勝

敗
が
決
ま
る
と
い
う
熱
戦
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、

II
部
の
決

勝
戦
で
は
、
外
野
の
声
援
が
多

く
、
作
戦
を
考
え
な
が
ら
の
戦

い
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は
、
今
年
度
の

新
分
館
役
員
さ
ん
も
選
手
と
し

て
参
加
、
ル
ー
ル
を
教
わ
り
な

が
ら
試
合
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー

ム
は
十
月
三
日
（
日
）
に
保
内
町

で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
レ
ク
八
幡

浜
管
内
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

熱
戦
に
つ
ぐ
熱
戦
S
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
S
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人生ゲームを楽しんで

中
学
生
三
年
生
を
対
象
に
ギ
ャ

ビ
ソ

・
バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育

指
導
員
宅
に
一
泊
し
、
英
会
話

と
海
外
の
生
活
様
式
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
「
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
」
を
六
月
七
日
（
月
）
、
九

日
（
水
）
に
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導
員

宅
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

月
曜
日
に
男
子
三
名
、
水
曜
日

に
女
子
三
名
が
バ
ソ
ト
ッ
ク
宅

に
一
泊
し
ま
し
た
。
男
女
と
も

バ
ン
ト
ッ
ク
指
導
員
宅
に
着
く

と
イ
ギ
リ
ス
流
に
紅
茶
を
飲
み

な
が
ら
自
己
紹
介
を
か
ね
て
英

会
話
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

紅茶をのみながら

こ
の
後
、
夕
食
を
フ
ォ

ー
ク
と

ナ
イ
フ
を
使
っ
て
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
肉
料
理
を
食
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
フ
ォ
ー
ク
と
ナ

イ
フ
の
使
い
方
を
教
わ
り
な
が

ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
八
時
頃
に
な
る

と
小
藪
川
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル

を
見
な
が
ら
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導

員
と
談
笑
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
英
単
語
や
英
会
話
を
教
え
て

も
ら
い
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
宅

で
一
泊
、
パ
ソ
の
朝
食
を
取
っ

て
登
校
し
ま
し
た
。

放送大学学生募集
平成11年度第 2学期

(10月入学）

【募集学生】全科履修生（卒業を目指す学生）

選科履修生(1年間在学する学生）

科目履修生(6か月間在学する学生）

［出願受付】 6月15日（火）～ 8月15日（日）

【自宅がキャンパス】

放送大学はテレビ ・ラジオを利用して大学教育を行っ

ている通信制 4年制大学です。

放送授業はスカイパー フェク TV!で視聴できます。

［満15歳から大学教育 ！】

全科履修生は18歳以上、選科・科目履修生は入学時に

義務教育を修了していれば誰でも入学できます。高校生

等も大学教育を受ける機会があります。

【問い合わせ先】資料は無料で送付します。

放送大学愛媛学習セソター

〒790-0826 松山市文京町 3番（愛媛大学内）

TEL 089-923-8544 

ホームページ httP// www.u-air.ac.jp/ 

資料請求フリ ー ダイヤル 0120-864-600 

中学校郡総合体育大会

喜多郡総合体育大会が、 6月 1、 2日

の両日内子町 ・五十崎町で開催され、肱

川中学校からも野球、ソフトテニス男女、

卓球男子、バレーボール女子の種目に参

加、熱戦が繰り広げられました。

結果は次のとおりです。

函ソフトテニス男子
0団体優勝

0個人戦 1位坂根 ・ニ村ペア

3位玉井 ・上岡ペア

函ソフトテニス女子

0個人戦 1位清水・高橋（朋）ペア

.
|
L
 

年
度
末
か
ら
新
年
度

に
か
け
て
、
諸
団
体
や

公
的
な
機
関
に
お
い
て

は
役
職
の
改
選
期
と
な

る
。
い
つ
も
の
事
な
が

ら
人
選
が
難
し
く
、
す

ん
な
り
と
決
ま
る
事
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

日
本
人
に
は
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ァ
精
神
が
育
っ
て
な
く
、
自
ら

立
候
補
す
る
も
の
は
別
と
し
て

す
ぐ
に
損
得
が
先
行
す
る
。
い

ろ
い
ろ
と
理
由
づ
け
を
し
て
逃

れ
よ
う
と
す
る
か
、
上
手
に
他

人
に
押
し
つ
け
て
し
ま
う
。

社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

に
は
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
や
約

束
ご
と
が
必
要
で
あ
る
。
各
々

が
勝
手
な
こ
と
を
し
た
の
で
は

ま
と
ま
り
が
つ
か
な
い
。
そ
こ

に
は
自
ず
と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
者
の
存
在
が
不
可
欠

と
な
る
。
一
人
一
人
が
自
分
の

立
場
を
認
識
し
て
、
集
団
の
規

律
と
必
要
性
を
熟
知
す
べ
き
で

あ
る
。人

間
関
係
が
気
薄
な
現
況
下

で
は
、
心
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
か
な
け
れ
ば
、
個
と
し
て

の
存
在
は
あ
っ
て
も
生
き
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
。
お
互
い
が

社
会
を
形
成
し
秩
序
を
保
ち
、

相
互
扶
助
の
精
神
を
重
ん
じ
た

生
活
を
し
な
い
と
、
い
ず
れ
は

社
会
崩
壊
を
も
招
き
か
ね
な
い
。
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身
元
調
査
と
い
う
の
は
、
個

人
の
素
性
や
身
の
上
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
で
す
。
典
信
所
や

探
偵
社
、
個
人
、
企
業
な
ど
が
、

本
籍
地
、
家
系
、
家
族
構
成
、

居
住
環
境
、
素
行
等
に
つ
い
て
、

聞
き
込
み
等
の
方
法
で
調
べ
て

い
ま
す
。

身
元
調
査
に
反
対
す
る
の
は
、

調
査
の
目
的
が
、
そ
の
人
自
身

の
人
柄
や
能
力
、
適
性
以
外
の

こ
と
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た

り
、
同
和
地
区
出
身
者
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
る
こ

と
の
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

憲
法
第
十
四
条
に
、
「
す
べ

て
の
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で

あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
経
済
的
又
は
社
会
的
関

係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
だ
れ
も
、
生
ま
れ
る

と
こ
ろ
や
親
を
決
め
て
誕
生
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社

会
が
差
別
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

生
ま
れ
た
が
ゆ
え
に
差
別
を
受

け
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

就
職
の
際
に
は
、
そ
の
人
の
能

力
や
適
性
以
外
の
こ
と
を
問
わ

な
い
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
で

す。
一
九
七
一
年
、
あ
る
高
校
生

が
国
家
公
務
員
の
初
級
試
験
で
、

面
接
カ
ー
ド
に
、
親
の
職
業
や
、

本
人
が
部
落
問
題
研
究
会
の
部

員
で
あ
る
こ
と
等
を
記
入
し
た

と
こ
ろ
、
身
元
調
査
を
さ
れ
て

試
験
が
不
合
格
に
な
っ
た
と
い

う
差
別
事
件
が
起
こ
っ
て
お
り

ま
す
。結

婚
や
就
職
に
際
し
て
の
身

元
調
壺
が
、
現
在
も
な
お
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
が
た
と
え
身
内
や
近
所
の
知

り
合
い
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で

あ
っ
た
に
せ
よ
、
身
元
調
べ
は

差
別
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

最
悪
の
場
合
は
死
に
追
い
や
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
、
は
っ
き
り
と
断
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
、

他
人
の
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
絶
対
に
守
る
と
い
う
強
い
姿

勢
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
肱
川
中
学
校

坂

本

雄

l 

全国大会に出場する子どもたち

形
の
部

中
居
優
一
朗

三

瀬

裕

貴

紺
屋
沙
也
乃
（
町
外
）

組
み
手
の
部

宮

田

工

山

口

航

多
国
大
会
出
場

3空
手
糸
東
会
〗

公
民
館
集
会
室
で
週
二
回
練

習
し
て
い
る
空
手
（
糸
東
会
指

導
清
水
良
治
さ
ん
）
の
全
国
大

会
予
選
が
、
五
月
三
十
日
（
日
）
、

松
山
東
警
察
署
で
約
九
十
名
が

参
加
し
行
わ
れ
、
肱
川
か
ら
組

み
手
の
部
、
形
の
部
に
十
名
が

参
加
、
優
勝
、
準
優
勝
と
な
っ

た
五
名
が
八
月
一
日
大
阪
の
舞

州
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
指
導
を
し
て
い
る

清
水
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
の
実

カ
で
す
。
入
院
し
て
い
て
こ
の

大
会
に
参
加
で
き
ず
く
や
し
が
っ

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
大

き
な
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
は
自
信
を

つ
け
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
参
加
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

公
民
館
報
五
月
号

p
1
6
の
分

館
役
員
紹
介
の
記
事
の
中
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
山
分
館
図
書
委
員

誤

桜

田

公

香

正

山

下

公

香

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ま
ど
み
ち
お

ー
そ
の
他
一

0
五
冊

ぞ
う
の
ミ
ミ
か
き

内
田
康
夫

入
門
民
法
は
こ
う
よ
む

千
葉

博

ペ
ッ
ト
―
―
九
ば
ん柳

沢
文
昭
監
修

は
ち
ま
ん
（
上
・
下
）

愛
媛
新
聞

浅
田
次
郎

こ
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し佐

々
木
正
美

新
四
国
の
湯
け
む
り

鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）

池

永

陽

4
し

6
月
購
入
図
書

永
遠
の
仔
（
上
・
下
）

走
る
ジ
イ
サ
ソ

学
校
崩
壊

天
童
荒
太

河
上
亮
一

新
購
入
図
書
の
紹
介
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0

青
年
団
長
あ
い
さ
つ

山
本
晃
さ
ん
に
抱
負
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

団長

山本 晃
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令
月
の
メ
ニ
ュ
ー

0

平
成
11
年
度

青
年
団
新
役
員
発
表
！

今
年
度
は
こ
の
メ
ソ
バ
ー
中

心
に
頑
張
り
ま
す
。

0

今
月
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

白
岩
友
和
さ
ん
・
金
野
友
樹

さ
ん
・
三
好
英
里
さ
ん
の
三
人

で
す
。

こ
の
程
、
青
年
団
長
を
務
め

る
事
と
な
り
ま
し
た
山
本
で
す
。

青
年
団
に
入
団
し
て
、
令
年

で
六
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
他
の
役
員

の
方
々
に
頼
る
ば
か
り
で
積
極

的
な
青
年
団
活
動
へ
の
参
加
が

団
長
あ
い
さ
つ

平
成
1
年
度

青
年
団
新
役
員
発
表
"
・

員

晃

子

志

次

江

苗

二

和

樹

里

恵

里

典

充

浩

津

早

修

友

友

登

和

英

9
又度年

奈

美

如

本

本

尾

頭

水

田

岩

野

永

田

好

斗

山

橋

宮

兵

堀

清

沖

白

金

冨

谷

三

長

長

長

長

計

長

員

局

次

部

部

名

報

報

職

団

局

欠
力矛

務

9
又ー

団

副

事

事

会

広

広

”
9
"
”
9
3
9
:
:
-
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”
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9
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~
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"
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”
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"

出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
令

回
、
団
員
の
ま
と
め
役
に
な
っ

た
事
を
き
っ
か
け
に
、
活
動
内

容
を
把
握
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

務
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

合
年
も
、青
年
団
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
、
イ
ベ
ン
ト
等
幅
広
く
活

動
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら

青
年
団
へ
入
団
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
、
私
達
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、
若

者
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
皆
様
合
後
の
御
指
導
、
御

鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白 岩友和

初
め
ま
し
て
。
三
好
英
里
18

さ
い
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で

毎
日
ほ
う
け
て
お
り
ま
す
（
イ

工
ま
じ
め
に
や
っ
て
ま
す
。
）

わ
け
の
わ
か
ら
ん
娘
で
す
が
、

な
に
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ち
な
み
に
趣
味
は
歌
と
か

ベ
ー
ス
と
か
ド
ラ
イ
プ
で
す
。

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
合
年

四
月
か
ら
肱
川
町
役
場
に
勤
め

て
い
ま
す
白
岩
友
和
で
す
。
青

年
団
で
は
広
報
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
合

ま
で
以
上
に
読
ん
で
楽
し
い
ア

ス
カ
に
な
る
よ
う
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三好英里

平
成

n
誓

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
尋

編
集
あ
と
ば
な
し

金
野
友
樹
で
す
。
初
め
ま
し

て
。
現
在
、
特
養
か
わ
か
み
荘

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
青
年
団

に
入
団
し
て
、
い
き
な
り
広
報

委
員
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
町

内
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
、
少
し
で
も
肱
川
町
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

11
年
度
が
始
ま
っ
て
第

一
回
目
の

A
S
U
K
A
で
し
た

が
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か。
青
年
団
も
新
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
り
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

A
S
U
K
A
も

若
者
ら
し
い
感
性
を
生
か
し
て
、

前
よ
り
も
も
っ
と
い
い
も
の
が

で
き
る
よ
う
少
し
ず
つ
変
え
て

行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
広
報
部
員
一
同
カ

を
合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
が
次

号
を
楽
し
み
に
す
る
よ
う
な
A

S
U
K
A
を
作
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
の
で
青
年
団
共
々
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

金野友樹
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71 
月 の ヵ． ．日璽璽

レ ン
保健センター
B34 -2340 

グ 1-
［行 事予定表）

種別 日（曜） 1ヽ了ー 事 場 所 時 間

1 （木）
乳がん検診 ・骨密度測定 保健セ‘ノタ ー 9 :30~ 

2 （金）

6 （火） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 :30~ 

7 （水） 健康相談
下嵯峨谷集会所 9 : 30,-._.__,10:20 

成 敷水集会所 10 : 40,.....___, 11 : 30 

8 （木） リハビリ教室 肱川町公民館 10:00,....__,15:oo 

9 （金） 健康相談
岩谷公民館 9 :30,..___,10:20 

人 小藪集会所 ＿ 10:40,..___,11:30 

14（水）
結核レソトゲソ検診 正山公民館 10:00,....__,11:oo 

成人病検診 山槌集会所 13:00----....,14:00 

保
21（水） 健康相談

森集会所 9 : 30-----10: 20 

予子林公民館 10 : 40,....__, 11 : 30 

22（木） 健康づくり料理教室 岩谷公民館 10:00,--.-,14:00 

健 23（金） リハビリ教室 保健セソタ ー g : 30,..___,16 ・oo 

26（月） 元気印教室 保健セソター 13:30-----15:30 

27（火） 小児生活習慣病予防教室 肱川町公民館 10:00~ 

28（水）
結核レ‘ノトゲ‘ノ検診 羽座谷集会所 10 : 00------11 : 00 

成人病検診 中居谷集会所 13:00,,__,14:oo 

認
13（火） 幼児教室 保健セソタ ー 9 :30~ 

29（木） 乳児健診 保健セソタ ー 13: 00,,...___, 14: 00 

2 （金）

精 9 （金）

神 16（金） デイケア 保健セソタ ー 8 : 30,..___.,16:00 

保 23（金）

健 30（金）

19（月） そよ風の会 保健セソタ ー 9 :30,..___,16:00 

日（曜） 主 な 19了- 事

2 （金） 民生委員会

4 (日） 消防団夏季幹部訓練

5 （月） 選挙管理委員会

6 （火）
農業委員選挙告示

不用犬引取り

11(日） 農業委員選挙投票日

17（土） 風の映画祭

19（月） 町立学校終業式

21（水） 定例部落長会

22（木）
農業委員会招集

古紙収集

28（水） 税出張受入れ

31（土） 風の映画祭

7月の不燃物収集

7月15日（木）から

（出すのは14日中に）

収集地区

小畑井 ・萩野尾 ・汗生 ・肱栄

大和 ・小藪 ・中 野 ・鹿野川 ・

大谷地区

収集日

7
 

月 の当直医

曜日 病 院 名 電話番号

平 田 医院 24-1200 

4 (日）
（若 宮）

いんなみ眼科 24-0700 
（田口）

11 (日） 菊 地 医院 52- 0209 
（長 浜）

18 (日） 西原耳鼻咽喉科 23- 3366 
（ 東大洲）

般 20（火） かわばた産婦人科 23-1103 
（東大洲）

25(日） 中村皮フ科クリニ ック 25-1112 
（ 新谷）

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

急 木～日 大 洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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